
平成２８年度　新潟市立図書館施策・事業評価シート

中心図書館名：亀田図書館

自己評価

◇全館共通評価項目

課題解決のためのレ
ファレンスサービスの充
実

◆館の重点評価項目

生活課題解決のための
情報提供

◇全館共通評価項目

地域資料の体系的な収
集と活用

◆館の重点評価項目

俳句資料の収集・保存
及び活用

◇全館共通評価項目

子どもの読書環境の整
備

◆館の重点評価項目

子どもの読書活動を支
えるボランティアの養
成・支援

◇全館共通評価項目

ボランティアや教育機
関・民間団体等との協
働

◆館の重点評価項目

地元の産業界との協働
促進

・協働実施することで相互に関心を広げられ，参加者の増加につながっている。
・アスパークまつりで図書館に来た人は，楽しい時間を過ごすことができたと思う。
・まちゼミでは，地域の良さを再発見することにつながり良かった。
・PRするいい機会だと思う。
・産業界との協働を通して，図書館の利用拡大につなげてほしい。
・広報活動を工夫し，地域の人に今年度以上の興味関心を引きだすことが重要と思う。
・イベントは外へ出ることを期待する。地域の知りたいことがいっぱいあるので，それを教えてほしい。

３　大変評価する。
　　　４０％
２　ある程度評価する。
　　　６０％
１　評価できない。
　　　　０％

◇全館共通項目は，中央図書館を含めた中心館が共通の意識を持って取り組んだ事業
◆館の重点評価項目は，亀田図書館が重点的に取り組んだ事業

３　大変評価する。
　　　　１００％
２　ある程度評価する。
　　　　　　０％
１　評価できない。
　　　　　　０％

・読み聞かせボランティア基礎講座実施
　19人参加
・基礎講座の一環で交流会を実施　26人参加
・おはなしのじかんの実施　57回，649人参加
　（前年度比16回，151人増）
　（赤ちゃんタイム，スペシャルを含む
　　ボランティア担当分の合計）

・読み聞かせボランティア基礎講座の修
了者9名を既存の団体に紹介し，活動に
つなげることができた。

区分 施策・事業名 概　要 実施結果
評価

外部評価
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・市民に身近な課題解決のためレファレン
ス（調査・相談）サービスを充実させ，迅速
かつ的確な情報提供を行う。

・レファレンス関係の館内研修実施
・レファレンス関係の研修会参加
・レファレンス件数　4,965件
　（前年度比1,259件，40.0%増）

・館内研修の実施や館外研修に参加す
るなどして，職員のスキルアップに努め
た。
・区だよりの図書館特集（１０／２号）の中
で，レファレンスサービスについてＰＲす
るなど，区民に対して周知をおこなった。

３　大変評価する。
　　　８０％
２　ある程度評価する。
　　　２０％
１　評価できない。
　　　　０％

・研修実施や参加など，スキルアップの取り組みを評価する。今後も継続を希望する。
・件数の増加と職員の資質向上に向けた努力を評価する。
・対応の余裕が生まれたか，レファレンスサービスも充実してきたと思う。
・研修や区だよりのPRなど積極的に行っていて大変いいと思う。借りたい本を窓口で聞くと，すぐに丁寧に対応し
てもらい嬉しく思う。
・区だよりの特集はタイムリーでよかった。レファレンスが周知できたと思う。利用者が何を聞けばいいのかPRす
べき。
・さらにPRを行い，関心を持ってもらえればいい。
・レファレンスサービスが一層充実するよう取り組んでほしい。
・対応する職員の知識レベルを標準化してほしい。

・関係機関，団体等の協力を得ながら事業
を実施し，企画展示を行うなど，市民の生
活課題の解決に資する。

・ビジネスセミナー開催　21人参加
・行政書士無料相談会開催　2人参加
・上記関連資料の展示

・ビジネスセミナーでは，市民の関心が
高かった「マーケティング」について取り
上げ，参加者数が前年度比７５％増と
なった。また，行政書士無料相談会で
は，相続や遺言について相談があり，市
民の課題解決の一助となった。

・前年度比７５％増はいい事業であったと評価できる。市民の中に広く伝わるといい。
・参加者が増えたことは大変いい。今後さらに増えることを期待する。
・関係機関や団体等と協力してセミナーを実施したことなど，いいと思う。
・いい取り組み。今後もっと多くの人から参加してもらえるよう，PRや開催時期を検討するといい。
・ビジネスセミナーはポピュラーなテーマで行ったのがよかったかもしれない。企業人にとっては，経営，
税，会計，労務，起業に関する支援がベターでは。
・行政書士無料相談会は継続が必要。また，PR不足かもしれない。
・図書館で行うのか，行政のその他部門で実施するのか検討が必要。

特
色
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づ
く
り
に
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型
図
書
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・各区を代表する人物・自然風土・産業等
の地域コレクションの形成と展示を行う。

・地域資料の収集，整理及び展示
・地域資料の蔵書冊数　前年度比248冊増

・郷土や行政資料など，地域資料の収集
を積極的におこない，蔵書増につなげ
た。
・郷土関係の資料展示を２回実施し，市
民へ地域資料のＰＲをおこなった。

３　大変評価する。
　　　　９０％
２　ある程度評価する。
　　　　１０％
１　評価できない。
　　　　　０％

・蔵書増を評価する。
・郷土関係の資料収集を積極的に行い，展示を実施して市民にPRしたのは大変いいことだと思う。
・２回実施された展示を見なかった。あまり人気がないのでは。資料の内容がわかりづらい。PRを増す
べきと思う。
・今後も貴重な郷土資料の収集に力を入れてほしい。
・資料展示の回数を増やすといいのではないか。

・亀田図書館の特色として，俳句資料を収
集・保存し，利用に供するとともに，俳句関
連の事業・展示を実施する。

・俳句資料の収集，整理
・地域ゆかりの俳人，歌碑の写真資料展示
・俳句をテーマにした文化講演会開催　66人参加
・中学生俳句作品展実施
　95句展示，1,020人来場

・俳句資料の積極的な収集をおこなっ
た。県外からの寄贈もあり，亀田図書館
の特別コレクションとして深みを増すこと
ができた。また，文化講演会や中学生俳
句作品展を実施し，図書館だよりに「俳
句の窓」を新設することにより，俳句につ
いて市民から関心を持ってもらえるよう取
り組んだ。

・俳句がもっと身近に感じられるようにと願っている。今年度の取り組みに成果を感じ，継続を希望する。
・俳句資料で一つのコーナーを設けて展示・収集しているのは素晴らしい。
・地元に根付いた俳句文化を残し，講演会や中学校俳句作品展の実施により啓発活動の一翼を担った。
・図書館が取り組んでいるという熱意を感じる。各イベントが図書館を盛り立てていると思う。
・文化講演会，中学生俳句作品展もよかった。中学生の俳句は，みずみずしい感覚で素晴らしかった。区内中学
生が大勢で取り組んでいていいと思う。
・「俳句の窓」は好評で，継続して掲載してほしい。
・素晴らしいコレクションがあることを，どんどん周知してほしい。
・後進の育成はとても大切な視点と思う。
・中学生だけでなく，小学生にも広げてはどうか。
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・ブックスタート事業を継続するとともに，赤
ちゃんタイムを拡大し，うちどく（家読）を推
進する。

・ブックスタート事業の実施
　21回実施，536人参加（参加率94.7％）
・赤ちゃんタイムの実施　毎週水曜日
・赤ちゃんタイムおはなしのじかんの実施
　22回，221人参加（前年度比13回，143人増）
・うちどく読書ノートの配布　391冊

・ブックスタート事業を継続実施すること
で，乳児期の読書環境の大切さについて
働きかけることができた。
・赤ちゃんタイムおはなしのじかんを月１
回から２回に拡大し，乳幼児と保護者が
絵本の読み聞かせやわらべうたの楽しさ
に触れる機会を増やすことができた。
・うちどく読書ノートを配布することによ
り，うちどく（家読）の推進をおこなった。

３　大変評価する。
　　　　１００％
２　ある程度評価する。
　　　　　　０％
１　評価できない。
　　　　　　０％

・参加者の多い，重要な事業だと思う。
・乳児期から本に触れる機会があり，読書環境の大切さについて働きかけたり，赤ちゃんタイムを拡大したのは素
晴らしい。赤ちゃんも保護者も楽しそうだった。読書ノートもいいと思う。
・SNS等がコミュニケーションの主流になっている今，読書に親しむ環境を整えるのは大人の責務と思う。
・大切な実施事項として，継続と工夫を希望する。
・継続は大切なことで，おはなしのじかんを増やすのもブックスタートから図書館へのつながりが増えていいこと
だ。
・「ブックスタート」から「おはなしのじかん」など，発育の成長段階の都度，本への関心を高めることで流れを呼ん
で図書館に足を運ぶことを期待する。
・うちどくを今後とも推進してほしい。

・読み聞かせボランティア基礎講座を実施
するとともに，ボランティアとの協働により
「おはなしのじかん」などの事業を実施す
る。

３　大変評価する。
　　　　１００％
２　ある程度評価する。
　　　　　　０％
１　評価できない。
　　　　　　０％

・ボランティアが増えるのは大変いい。
・基礎講座を実施し，修了者が次の活動につなげられたのは素晴らしい。
・おはなしのじかんの実施回数・参加者数ともに増え，活発に活動している。
・ボランティアの養成・支援を今後も継続してほしい。
・単発事業で終わることなく，今後も講座の開催を希望する。ボランティアの層を厚くしていくことが大切
と考える。
・ボランティア数を増やすため講座を開催し，既存団体へつなげると，既存ボランティアも活性化する。
・読み聞かせに関係している人たちの苦労に感謝したい。ボランティアの後継者の人材育成を期待す
る。
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・ボランティア・教育機関や民間団体等と一
緒に事業を行い，市民との協働を推進す
る。

・中学生の職場体験学習受け入れ
　中学校4校11人
・ジョブトレ受け入れ（新潟地域若者サポート
　ステーション）　1人
・配架・書架整理ボランティアの活動受け入れ
　175回，239人
・共催，協働事業の実施　　20件（前年度比4件増）

・ボランティアや職場体験等を積極的に
受け入れたほか，民間団体等と事業を
実施することにより，市民との協働を推
進することができた。

３　大変評価する。
　　　　　７０％
２　ある程度評価する。
　　　　　３０％
１　評価できない。
　　　　　　０％

・職場体験の受け入れはありがたい。ぜひ継続して受け入れ願う。
・中学生に図書館の仕事を経験してもらえたのは大変いいと思う。ボランティアの受け入れもありがた
い。
・共催・協働事業を行っていることはいいことだと思う。
・積み重ねていくことで協働を定着させることが大切だと思う。今後も工夫して実施してほしい。
・図書館の仕事を知るいい機会なので，今後も継続を。
・ジョブトレの受け入れ人数が今後増えるよう期待する。
・市民参画の協働を推進するには，図書館職員だけでは人員不足。専門家や熱心な篤志家を利用すべ
き。

・地元の商工会議所や商店会，農業関係
者及び区の産業振興課との協働により事
業を実施する。

・アスパークまつりへの参画
・「まちゼミinかめだ」への協力

・アスパークまつりでは，おはなしのじか
んスペシャルの実施（５８人参加）やオリ
ジナルしおりを配布（４００枚）したり，「ま
ちゼミｉｎかめだ」では，講座に関連する
ブックリストを作成し（８９枚配布），関連
展示をすることにより，図書館をＰＲする
ことができた。

３　大変評価する。
　　　　　７０％
２　ある程度評価する。
　　　　　３０％
１　評価できない。
　　　　　　０％
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